
Taylor 博士は、 体温調節を主体とした環境生理学研究及び産業生理学の世界的

権威です。 多くの国際雑誌掲載論文公表、 さらに、 Human Performance に関して

教 科 書 (Physiological Bases of Human Performance during Work and Exercise, 

Elsevier, 2008) を 編 集、 国 際 学 会 の 主 催 （International Conference of 

Environmental Ergonomics, Integrated Conference on Pharmacology and 

Physiology of Thermoregulation な ど）、 さ ら に、 European Journal of Applied 

Physiology の Review Editor など、 からその活躍が伺えます。 今回は、 ヒトの発汗

調節に関する新知見を含めた総括的な話をしていただく予定です。

第 34 回 身心統合科学（BAMIS）セミナー

会場： 筑波大学 5C606
1 月24 日 
世話人：西保 岳（2616）　参加費無料、参加申込不要

17:00 ～18:30金

The autonomic control of 
human eccrine sweating

主　　催 文科省特別経費プロジェクト「たくましい心を育むスポーツ科学イノベーション」
 筑波大学大学院人間総合科学研究科　体育系
拠点代表 征矢英昭（体育系）
連 絡 先 松田佐保（BAMIS 推進室　体育科学系 A307）Tel: 029-853-6325 
E-mail matsuda.saho.ga@un.tsukuba.ac.jp
URL http://bamis.taiiku.tsukuba.ac.jp/ 　　

ヒトのエクリン腺からの発汗に対する
自律神経性調節

Associate Professor in School of Medicine
Centre for Human and Applied Physiology
School of Health Sciences, University of Wollongong, 
Australia.

Nigel A.S.Taylor PhD.


